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平成 24 年 4 月 20 日 

各 位 

 

会 社 名  株式会社 琉 球 銀 行 

代表者名  取締役頭取 金城 棟啓 

コード番号 8399（東証第一部、福証） 

問合せ先  取締役総合企画部長 宮城 竹寅 

電  話  098-860-3787 

 

 

平成 24 年 3 月期第 4四半期の有価証券評価損 

及び平成 24 年 3 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復

が認められないものについて、平成 24 年 3 月期第 4四半期において減損処理による有価

証券評価損を計上する必要が生じましたのでお知らせします。 

これに伴い、平成 23 年 11 月 11 日に公表しました平成 24 年 3 月期通期（平成 23 年 4

月 1日～平成 24 年 3 月 31 日）の業績予想を下記の通り修正いたしますので、お知らせし

ます。 

 

記 

 

１．平成 24 年 3 月期第 4四半期における有価証券評価損 

 単体 連結 

(Ａ)平成 24 年 3 月期第 4 四半期会計期間（平成 24 年

1 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで）の有価証

券評価損の総額（＝イ－ロ） 

2,333 百万円 2,333 百万円

 
(イ)平成 24 年 3 月期（平成 23 年 4 月 1日から平成

24 年 3 月 31 日まで）の有価証券評価損の総額 
2,508 百万円 2,508 百万円

(ロ)直前四半期（平成 24 年 3 月期第 3 四半期）累

計期間（平成 23 年 4 月 1日から平成 23 年 12 月 31

日まで）の有価証券評価損の総額 

175 百万円 175 百万円

※四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※当行の決算期末は、3月 31 日です。 

※有価証券の減損処理にあたっては、有価証券の時価が取得価額に比べて 30％以上下落し

ており、時価が取得価額まで回復する見込みがあると認められないものについて、当該

時価をもって貸借対照表価額とするとともに、その差額を減損処理しています。 
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○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 
 

 単体 連結 

(Ｂ)平成 23 年 3 月期末の純資産額  82,119 百万円 84,902 百万円

 （Ａ／Ｂ×１００） 2.8％ 2.7％ 
 （イ／Ｂ×１００） 3.0％ 2.9％ 

(Ｃ) 平成 23 年 3 月期の経常利益額 5,795 百万円 6,968 百万円

 （Ａ／Ｃ×１００） 40.2％ 33.4％ 
 （イ／Ｃ×１００） 43.2％ 36.0％ 

(Ｄ) 平成23年3月期の当期純利益額 4,203 百万円 4,336 百万円

 （Ａ／Ｄ×１００） 55.5％ 53.8％ 
 （イ／Ｄ×１００） 59.6％ 57.8％ 

 

 

２． 業績予想の修正 

(1) 単体業績予想の修正 
平成 24 年 3 月期通期（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 
経常収益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円

38,500

百万円

7,000

百万円 

4,300 

円 銭

111.02

今回修正予想（Ｂ） 39,000 5,300 2,300 60.24

増減額（Ｂ－Ａ） 500 △1,700 △2,000 

増減率（％） 1.2 △24.2 △46.5 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年 3 月期） 

37,802 5,795 4,203 107.06

 

(2) 連結業績予想の修正 
平成 24 年 3 月期通期（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

 
経常収益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円

40,500

百万円

8,000

百万円 

4,500 

円 銭

116.23

今回修正予想（Ｂ） 40,500 5,700 2,400 61.71

増減額（Ｂ－Ａ） - △2,300 △2,100 

増減率（％） - △28.7 △46.6 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年 3 月期） 

39,634 6,968 4,336 110.48
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(3) 業績予想修正の理由 
① 単体業績予想修正の理由 

経常収益は、銀行本来の業務収益が堅調に推移したこと及び貸倒引当金戻入益の

計上により、従来予想を上回る見込みであります。 

経常利益は、株式等保有有価証券の評価損拡大による減損処理費用の増加により、

従来予想を下回る見込みであります。 

当期純利益は、上記要因及び法人税率引き下げに伴う繰延税金資産の取り崩しに

より、従来予想を下回る見込みであります。 

 

② 連結業績予想修正の理由 

単体業績予想の修正の影響によるものであります。 

 

 

３． 平成 24 年 3 月期配当予想について 

配当につきましては、今回の業績予想修正の要因が一過性であり、次期以降の業績

への影響がないことを踏まえ、期末配当 15 円（年間 30 円）を予定しており、従来予

想より変更はありません。 

 

以上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】総合企画部 藤本・奥間・大工廻 ℡098-860-3789 

 

 

 
※本資料記載の業績予想は、当行が本資料の発表日現在において入手可能な情報 

に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異な 

る場合があります。 


